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唱 はじめに

ii}if各調査の過程て、京面基tf1.の下層に横六式石室を もっ

た古境が存在することがあきらかになり、頭熔t合わせ

て調査をおこなった。古墳は1ft丘 ・石室共に上半部が破

壊され、その上に頭絡の築土が税まれている。抜き取っ

た石室の石材を頭搭に再利用した可能性もある。調査は

石室を中心におこない、墳丘の観察はトレンチや石室北

側の第二次大戦中の防空域壁-而でおこなった。

2 漬圧と石室

墳E 墳丘は頭f苔と重綾し、顕俗の石干}'1や石敷の下に及

ぶため墳形や外部施設は確認できなかった。土層断商か

らは、 Ilぱ水平に均等な厚きで版築がおこなわれている

iim苔し不規則に土が墳丘に傾斜をもって梢まれている

古墳の墳丘の差異を明瞭に捉えられる。

横穴式石室(図45)

石室の状況 西に争111がつく片祁l式の横穴式石室である。

南方向に閉口する。撹乱により |非!日告1Iは破壊され、残存

長は5.2mである。羨道西側壁は上音1Iに下府頭I符の IJ明石

敷が良好に残存するため検出していない。

石室内には頭搭構築土が充満していたが、床而付近に

は顕搭築造i時までに石室に流入したと考えられるl渚褐色

土が厚さ20-30cmて.堆積していた。したがって床面上の

副葬品は、 iiJiJif構築l時には大きく撹乱されていないと考

えられる。

玄室 会長3.05m、最大幅1.5m、残存市O.77mo{nlJ壁は

最高3段が残存する。紬石には大型の石 l佃を用いて、

羨道西壁と而をそろえる。両イJ!IJ壁とも若干内傾してたち

あカ%。奥壁s下段は2石を並べていたと考えられるが、

西側の2段のみ残存する。床商は石室構築後、張床を施

し、同礁を敷き詰めている。1潔敷の施工過程はl則東では

ないが、石室中央から奥壁にかけて大きめの礁を敷〈傾
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向が観察できる。玄室西北問で棺台の可能性のある石2

佃が、東西に並んで出土している。

羨道 残存長2 .15 m 、最大~ï.iO.87m、残存高O.41 m を ìJIIJ

る。床面に際敷はなく、土床である。また、閉塞施設に

ついては調査区内では確認されなかった。

遺物出土状況

泣物lこ馬具 ・武器・装身具 ・土器などがあり、多くが

喋敷直上で出土した。馬具の鉄製環状鏡板付轡・辻金具・

鮫具.が奥壁付近て.まとまって出土し、同じ面繋の部品と

考えられる。鉄万は西壁沿いで、鉄鍬は奥壁付近と玄門

付近で、紡錘事 ・耳環lま玄室中央部で出土した。ガラス

小玉は西北部に集中して出土し、多くは床面の礁の聞に

落ち込んで出土している。土器は西南隅で提瓶、長頚査

が、残りは中央から奥壁付近で出土している。

追署長は、棺台の可能性のある石が轡の上部にあったこ

と、奥壁の土器が告IJれて重なり合っている状況から、 短

期IBJに行われた可能性もあるが、出土状況や造物からは

杭極的には肯定し革I~l、。 (金田明大/考古第2) 

3 石室内出土遺物

金属製品、石製品などを図46に示す。

馬具

鉄製環状鏡板付轡(1) Uぽ完形である。鏡板は、鉄棒を

Illlげ厨円形に鍛按し、更に小型の矩形立聞を鍛接して作

る。立聞には9速の兵庫鎖を装着する。街lま2辿。引手

は、街とは別に鏡板に直被連結する。引手の端部はくの

字に屈rlllする。鏡板径9x8.6cm、引手長16.2cm。

辻金具 (2・3) 同形品が3倣l体分ある。 脚は十字状に 4

個所に付〈 。脚の端部は三角形を呈し、中央の円頭鋲と

基音1Iの賞金具で革帯を留める。賃金具に綾杉状の亥IJみが

入る。鉢は比較的偏平な半球状で稜はなL、。鉢の項部に

花形の座金具を置いて、円頭の鋲で留める。座金具には

均等に4-5個所に穿孔する。鉢部復元径6.1cm、鉢部高
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図街頭i吾下古煩石室 1・40

2.1cm。脚長1.8cm、脚幅2.0cm。座金具桂2.0cm。

絞具 (4・5) 同形品が2点ある。鉄格を1111げて鍛彼し、

基苦11に短い鉄怖を巻き付け京IJ金とする。長6.1cm，師4.0

cm。長4.8cm、幅3.9cm。

武器

鉄万 (6) 西側壁に接して鋒を奥壁1)[IJ に向けて，~'，土し

た。茎が|刻付近で折れているが、出土状況からみて、会

長約84cmに復j京て‘きる。錆ぶくれ ・破損のため正確な法

iJ.l: 1ま不明であるが、平~'f平造で比較的深い刃l刻と紛れ、2症

をもっ片|則の鉄刀t考え られる。

鉄鋼 (7) 板状の倒卯JIヲ部。鉄万t近接して出土し、本

米欽刀に装行されていたと思われる。後7.6X6.4cm。

鉄銭 (8・9・10) 20点ある。全て長顕銑であるが形式が

わかるのは 5点のみである。 8Iま長!J!Ji三1(J式。台形|射を

もっ。 |白m~ ，'ij'，は 1 点ある 。 現存長12.7cmo 9は長期片})

筒式。台nヲl測をもっ。同形品は l点ある。現存長13.0cm。
10は布駅三flJ式、事li:t大|刻をもっ。現存長10.2cm。

装身具

耳環 (11・12) 銅地銀張りのlrr.;iが 2 点ある 。 ，~'，土位置

は自Itれている。銅の鋭化が激しく、部分的に飢がはげる。

Ltf;rrnl寸で。径3.2X l. 9cm。

ガラス玉 径 3-5 mmのiV1-W色のガラス小玉が71.'去、径

約 7mmの濃")').色の方、ラス九主カr1点ある。

その他

石製紡錘車(13) 全体は赦頭円錐状を呈 し、 j底部付近は

約 7mmif(立 し、稜をつくる。小央に明者11から筏約7mmの

穿孔を施す。上而は良(1i}f併されているが、 if(立する側

而は荒い擦4!{が残る。!底而には放射状の線五11を施す。蛇

紋岩製。径3.8cm、高さ1.6cm。

こ の他に鉄1T片14点 、 )1子 J-~ 1点がある。

以上の金属製品の年代を考r去さしておく 。轡の小型矩形

立Illl と長述の兵庫飢は、 ~Ji思r，{f編年では、主としてTK10

型式則に盛行し、 TK43型式JUJ凶まで継続した。辻金兵で

は無稜の鉢はTK23型式JUJからMT85型式JUJにかけて

徐々にふくらみが強くなる傾向があり、本例はその最終
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図46 頭港下古噴石室内出土遺物 1 : 3 (6のみ1: 6) 

段階になると忠われる。綾杉状の刻みを持つ賞金具は

MT85-TK43型式J切に限定される。先端が三角形になる

脚はTK43型式に多いU鉄刀の形状は、 MT15-TK209

型式矧にかけてみられるものだが、倒卵形鈍はTK43式

J切に出現する。また、鉄鉱の腕状関もTK43型式に出現す

る。以上から.f!~具がMT85-TK43型式期、武器はTK43

型式期い、う年代が想定できる。若干、馬具に古い様相

がみられるが、特に追葬を想定するほどの時期差ではな

い。全体としては、 TK43型式期の古い段階を想定するの

が妥当であろう。 (臼杵勲/考古第1) 

土器

石室より須忠告器16点、土師器2点が出土した(図47)。

須恵器

杯董(1-3) いずれも沈線によって稜を表している。天

井部はへラケズリを施す。

杯 (4-10) 立ち上がりの日さは器市の 1/4程度であ

り、底部はへラケズリを施す。

無蓋高杯 (11) 脚部に 3方向、 2段の透かし孔をもっ。

台付畏頭宣 (12) やや内湾する口縁部と、肩の張った胴

部をもっ。胴部lま訂部より下半にカキメを施し、施文後

64 奈文研年報/1997・III

中央部に斜方向の沈線を施す。脚音I1は欠失しているが胸

部より述統するカキメをもち、 3方向の透かし孔をもっ。

畏頭重 (13) 口縁部~頭部が残存。へラ状工具による 2

粂 1単位の沈線を頭部に 3粂め?らし、 IiIJにへラ状工具

による波状文を胞す。

提瓶 (14・15) 14は外反する口縁者11をもち、胴音11前聞に

同心円状のカキメを施している。15はやや小型な もので

ある。口縁部は内湾し、 11同部はナデ及び回転ケズリを施

している。共に肩部に鈎状の把手をもっ。

畏頭蓋 (16) フラスコ形長頚査と称されるものである。

胴部はへラ状工具による沈線を同心円状に施し、 fl則前に

はタタキの痕跡を残している。前而観が同形で側而観が

やや偏平な胴部の形態、 l阿部成形後側商に口縁部を取り

付け、前面に円形粘土板をはりつける製作技法は提瓶t

類似する。一部に緑色の自然豹hがかかる。これらの特徴

から東海地方の製品であると考えられる。

土師器

高杯 (17) 口縁部は小片であるが、端部がやや内部に屈

Illlするものである。脚部は短〈八の字状を呈する。

畏頭蓋(18) 長い口頭部と球形の胴部そもつ。胴部上半
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図47頭i答下古煩 石室内出土土器 1 : 4 

にはハケメが施される。

これらは須恵総から判断して田辺昭三氏の陶邑編年

TKI0 (後半)-TK43型式の時期に相当する と考えられ

る。型式的にも、出土状況からも全て同時に副葬された

ものであると考える ことができょう。

4 おわりに

正倉院文書の中の造南寺所解には、東大寺の南を削平

した際に基が破壊され、その:iljの供養に用いる仏I頁経の

書写の費用カrr.i'f求されている3このよう に頭熔周辺は、

平城京選者11から近年の市街地化に L、たる度重なる開発に

よって多くの古墳が破峻されたと考えられ、現状の希薄

な古墳の分布状態が実態を示すものとはL、いがたい。現

存する近隣の当該期の古墳としては東北方350m離れた

春日野に御料国古墳群が存在するが、 これは春日大社の

社地内という条件により残存したものと考えられる。

今回の頭j苔下層における古墳の発見は、周辺の尾根に

群集墳が存在した可能性を大きくするとともに、古墳時

代における造基活動の様相の解明に重要な情報を提供し

たといえよう。 (会田明大)

註

1) 馬具全般について宮代栄一氏から ご教示いただL、た。

2) 福山敏男 「頭擦の造立年代に就L、てJ r考古学雑誌』

22-6 1931 

者詩文研年ffl/1997-111 65 


